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個性豊かで、なめらかな美肌に仕上がる、微粒子粉体塗料「ビリューシア®」。
揮発性有機溶剤を含まない粉体塗料は、人にも環境にもやさしいペイント。ところが粒子が大きく、塗装面が凹凸になるのが悩みでした。
それを解決したのが、微粒子粉体塗料「ビリューシア®」。溶剤塗料にも匹敵するなめらかな仕上がりのうえ、必要な色を必要な量だけ
調色できる「粉体調色システム」により、あらゆる色のニーズに短期間で対応。環境にやさしい粉体塗料の活躍の場を広げています。
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国内の粉体塗料動向を見る
日本パウダーコーティング協同組合 事務局

トピックス

　近年、国内市場において、環境配慮や１回で厚膜が
確保できる作業性、自動化適性、塗料の回収・再利用
などの特徴により、溶剤塗装から粉体塗装への切り替
えは広がっている。量産品を塗装するのであれば、そ
うした効果は更に高まるため、新工場設立や塗装ライ
ンの刷新をする際、「まずは粉体塗装を考える」とい
う考えが定着している。加えて、国や自治体による中
小企業向け補助金施策が増えており、そうした補助金
を活用し、新たに粉体塗装を始めるジョブコーターも
増えている。
　国内の粉体塗料マーケットは約３万～４万トン規
模と言える。図１を見ると、平成 17年度には約３万
トンであった粉体塗料の生産数量は、緩やかではある
ものの右肩上がりに成長し平成 19年度には約 3.5 万
トンとなった。しかし、リーマンショックにより大き
く落ち込み、平成 21年度は３万トンを割った。ただ、
その後は順調に回復基調を示しており、平成 25年度
はリーマンショック前を超える約3.5万トンとなった。
　ただ、統計を見て気になる点が生産数量と販売数量
の相関性。平成 25年度までは同様の動きを示してき

たが、平成 26年度では販売数量は前年を上回ってい
る一方で、生産数量は減少している。正確な背景は
分からないが、塗料メーカーが海外で生産したものを
国内で販売している割合が増えていると思われる。市
場動向を見極めるには今後の動向に注視する必要があ
る。
　今後も粉体塗料の海外調達が増えてくることが予想
される。自社で海外に粉体塗料生産拠点を持たずとも、
現地メーカーのOEM生産という形で国内に輸入する
ことも可能。需要が増える中で、量がまとまれば海外
調達（製造）することで供給の安定化が図れる。
　また、シンナーを含めた塗料全体の市場動向と比べ
ることで、粉体塗料の成長具合がより鮮明となる。図
２を見ると、直近の国内の塗料全体のマーケット規模
は、生産数量で約 160万トン、販売数量で約 172万ト
ンとなっている。リーマンショック以前は約 200万ト
ンあったマーケット規模は約 150万トンを割り、現在
まで約 160万トン規模が続いている。
　製造業の海外生産が進み、工業塗装分野においては
国内市場のシュリンク傾向が続くとの見方が支配的
だ。シュリンク傾向が見られる塗料マーケットにおい
て、その割合は少ないとは言え、増加基調が続く粉体
塗料マーケットとの対比構造となっている。
　特に近年では、景気回復傾向に伴い、粉体塗料ユー
ザーである製造業の稼働率は上がっている。粉体塗装
の普及率が高い（図３）鋼製家具分野では、大手メー
カーが粉体塗装ラインを増設したり、溶剤塗装から粉

図１　粉体塗料のマーケット統計

図３　粉体塗料の使用分野図２　塗料全体のマーケット統計
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体塗装へラインの切り替えを進めたりして需要が増え
ている。
　新たな動きとして、ここ数年は太陽光発電関連が好
調となっており、架台やパワーコンディショナーの生
産が増えている。ただし、太陽光発電関連は特需的に
増えた分野と言え、太陽光発電の買取制度の見直しも
あり、今後の需要は減少することが予想される。
　その他では農機具や配電盤、フェンスなどの建築関
連でも粉体塗料需要は堅調に推移している。粉体塗料
市場は今後も拡大するとの見方が業界関係者の一致し
た考えであり、特に 2020 年に開催される東京オリン

ピック・パラリンピックに向けて、関連施設や建物の
建設、インフラ整備が進む中で、粉体塗料の需要増が
期待されている。
　また、粉体塗料の樹脂別の動向としては、ポリエス
テル樹脂系、その中でもHAA硬化系の引き合いが強
まっている。鋼製家具分野でも従来のエポキシ/ポリ
エステル樹脂系からより耐候性の優れたポリエステル
樹脂系への切り替えが進んでいる。その際、低温硬化
やヤニフリーといった特長を持つHAA硬化系が採用
されるケースも目立っている。
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